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このほど，国イ本のマスコット

、すだちくんかの花人形が完成し

ました。

これは，赤白のベゴニアの花

で飾られており，勝浦町婦人会

会員のみなさんによって造られ

たものです。

国体へのムードを

なお一層盛り上げて

くれることでしょっ� O 8月号
町民のうごき� 

世帯数� 1，978 人口 男� 3，670 女� 3，927 計� 7，597(平成 3年� 6月30日現在)

出生男�  7女� 1計� 8 死t 男� 4女� 2計� 6 転入男�  2女� 4計� 6 転出男�  3女� 2計� 5 平成� 3年� 6月中)

広報かつうら� 8月号=254・平成� 3年� 8月1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ� (08854) 2 -2511俄)
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4 I

新
議
員
一
同
の
決
意

第� 254号 1;込 コ フ� ら� 平成� 3年� 8月� 1日 (2) 

さ
る
六
月
三
十
日
に
執
行
さ
れ

た
勝
浦
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に

お
い
て
、
町
内
有
権
者
の
皆
さ
ん

の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て

栄
え
あ
る
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
議
員

一
同
は
二
十

一
世

紀
へ
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
住

ん
で
よ
く
訪
れ
て
よ
い
ま
ち
を
目

指
し
、
阪
恥
命
の
努
力
を
し
て
参
る

決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
勝
浦
町
を
取
り
巻
く
諸
情
勢

は
、
本
四
連
絡
橋
、
四
国
縦
、
横

断
道
、
各
バ
イ
パ
ス
道
な
ど
道
路

整
備
と
と
も
に
、
関
西
新
空
港
並

び
に
大
型
流
通
港
湾
の
整
備
な
ど

急
速
な
交
通
網
の
整
備
に
伴
う
新

し
い
時
代
の
展
開
が
期
待
さ
れ
ま

寸
ヲ
。勝

浦
町
政
の
現
状
を
踏
ま
え
、

住
ん
で
よ
く
、
訪
れ
て
よ
い
ま
ち
，

¥}

を
目
指
す
た
め
、
次
の
事
柄
に
積

極
的
に
取
り
組
む
考
え
で
す
。

企
マ
主
軍
家
特
種
場
路
網
の
教
薦
、

広
域
交
通
体
系
の
確
保
と
坤
域

内
玄
遁
体
系
の
啓
碕
充
実

一
、
横
瀬
橋
架
替
の
促
進

二
、
県
道
二
車
線
化
整
備

三
、
沼
江
バ
イ
パ
ス
の
早
期
着

工


四
、
新
浜
勝
浦
線
狭
あ
い
部
分


の
拡
幅


血
マ
牛
ま
盆
忍
嘆
の
啓
輔
、
快
適
な


件
環
境
を
つ
く
る
た
め
の
土
地


利
用
、
下
排
水
襲
訳
、
住
聖
誕


策
の
促
進
。


-
す
べ
て
の
町
民
が
安
心
し
て


暮
ら
せ
る
坤
塚
福
祉
活
動
と
、
 

高
齢
化
が
進
む
な
か
、
お
年
寄


弘
妻
、
む
し
て
妻
か
い
を
も
っ


て
暮
ら
せ
る
福
祉
施
策
の
充
実


啓
蒔
。


。
活
力
あ
る
坤
場
霊
薬
疹
興
す
。

将
来
に
向
け
て
勝
浦
町
の
経
済

を
潤
す
大
切
な
婁
未
と
し
て
、

瞳
浦
農
業
を
ど
の
よ
・
フ
に
確
立

し
丈
ぞ
金
書
室
瀬
戸
』
な
っ

て
い
ま
す
。

-
商
工
業
の
掻
輿
を
図
る
。
商

業
は
抽
域
の
人
々
の
生
活
安
候

適
に
す
る
機
能
を
も
っ
た
大
切

な
妻
木
で
す
。
他
霊
と
連
動

し
、
働
く
場
の
確
保
と
購
買
力

室
高
め
、
商
業
の
盛
ん
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
。

。
心
豊
か
な
人
つ
く
り
と
生
活

文
化
童
画
め
る
。
教
育
水
準
の

向
上
は
、
明
日
の
社
会
を
担
う

人
つ
く
り
に
最
も
大
切
で
あ
り

ま
す
。
学
校
教
育
社
会
教
育

の
充
実
、
青
少
年
か
、
り
老
人
ま

で
一
貫
し
た
生
涯
教
育
疹
最
進

す
る
。

以
上
の
こ
と
を
基
本
に
、
ま
ち

づ
く
り
の
体
制
を
図
っ
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

勝
浦
町
は
平
成
二
年
過
疎
町
村

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
過
疎
脱
却

に
む
け
、
人
口
八
千
人
を
目
指
し

町
民
各
位
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
議
員

一
同
町
民
の
幸
せ

と
勝
浦
町
の
発
展
に
ま
い
進
す
る

こ
と
を
お
誓
い
致
し
ま
す
。

議
員
紹
介

扇
町
仰
略
)


議
長
、
副
議
長
以
下
議
席


河

野

チ

ヅ

(

臼

歳

)

無
・
現
、
無
職
、
坂
本
、
④

都

源

一

(

臼

歳

)

無
・
現
、
会
社
役
員
、
三
渓
、
②

無 や"
・原
新

農
業忍、

三� 55
渓歳�  

① 

宮

本

久

治

(

%

歳

)

無
・
新
、
食
品
販
売
、
生
名 
①

山

田

昌

男

(

印

歳 
)

無
・
新
、
農
業
、
久
圏
、 

①

山

本

貞
雄
(
倒
歳
)

無
・
現
、
農
業
、
三
渓
、 

②

末
広
正
太
郎
(
印
歳
)

無
・
現
、
農
業
、
坂
本
、 

②

川

口

幸

一

引

歳

)

無
・
現
、
農
業
、
星
一
合
、 

③ 
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(3) 平成� 3年� 8月� 1日� ヌう込 Jコ つ ら 第254号

説
明
は
、

所
層

新
旧
、
職
業
、
住

所
、
当
選
回
紋
で
す
。

順
。
氏
名
の
債
の 
-

町
議
会
新
構
成
決
ま
る


議

長

河
野
チ
ヅ
氏

副
議
長

第

源

一

氏

井

出

幸

夫

(

幻

歳

)

共
・
現
、
農
業
、
沼
江
、 

④

折
部
健
一
郎
(
灯
歳
)

河

野

チ

ヅ

西

浜

勝

巳 

無
・
現
、
農
業
、
三
渓
、 

④ 

同
和
対
策
特
割
奮
貝
会

。
山

本

美

芳 

呂
本

神

原

忍

川

口

折
部
健
一
郎

東
部
広
域
暴
埠
穂
積
促

V V

Q

源

一

晴
美

幸久
一治

就
任
あ
い
さ
つ

改
選
後
の
初
議
会
に
お
い
て
、

議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き

V V

運
動
公
園
嚢
軽
自
引
奮
貝
会

正
、
副
議
長
の
要
職
に
つ
く
こ
と

呂
本
政
明

に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
の
う

宮

本

久

治

山

田

昌

男

え
も
な
く
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

滝
口
良
一 

さ
て
、
勝
浦
町
は
人
口
の
減
少

門
学
箆
訳
置
特
別
警
貝
会

と
高
齢
化
に
伴
い
、
平
成
二
年
に

O O

神

原

忍

過
疎
の
町
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

勝
浦
町
を
活
性
化
し
、
住
ん
で
よ

く
、
訪
れ
て
よ
い
ま
ち
を
目
指
す

に
は
、
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め

折
部
健
一
郎 

の
対
策
、
基
幹
産
業
の
振
興
、
み

厚
倖
膏
佳
奮
員
会

Z V

か
ん
産
業
の
再
建
、
商
工
業
の
振

山

本

貞

雄

興
、
道
路
の
改
良
整
備
、
横
瀬
橋

架
替
の
促
進
、
社
会
福
祉
対
策
、

若
者
、
高
齢
者
対
策
等
多
く
の
重

産
業
襲
警
伴
著
貝
会

要
問
題
を
か
か
え
て
お
り
、
そ
の

末
広
正
太
郎 

O Q

任
務
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て


お
り
ま
す
。


私
共
は
、
は
な
は
だ
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
輩
・
同
壁
誠

員
の
御
士
這
放
を
い
た
だ
き
、
円
滑

な
る
議
会
運
営
の
も
と
に
、
こ
れ

ら
懸
案
事
項
の
解
決
と
勝
浦
町
発

展
の
た
め
に
誠
心
誠
意
努
力
い
た

す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

呆
蓄
貝
ふ
一
品

若

木

肇

(

市

歳

)

無
・
現
、
農
業
、
坂
本
、 

⑤

無
・
現
、
会
社
役
員
、
生
名

西

浜

勝

己

(

日

歳

)

社
・
現
、
団
体
役
員
、
械
野
、 

⑥

滝

口

良

一

(

臼

歳

)

中

西

晴

美

(

伺

歳

)

無
・
前
、
農
業
、
三
渓
、 

⑦ 

山

田

昌

男

蔀

井

出

幸

夫

中

西 

町
民
の
皆
さ
ま
が
た
の

一
層
の

。

中

西

晴

美

♀

右

木

肇

ご
指
導
と
ご
べ
ん
た
つ
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

山

本

貞

雄

末

広

正

太

郎

。
川
口
幸
一 

ー百τ

ー-
ゐ

.;--:t{一γ
一一

"
・
寸
6

a・z司~一
・
...
 ~C・羽a・ 

吋 '"'司~.唱』 . 、-.，..，

V(
O

.， 王見本 F¥ 

1--'、山門 --- 匂ヘ・ .-- 円〈同‘-.内〈戸、~ . 司戸

、� 

{

、
) 円〆♂ー…ーハーーの F 戸

各

委

員

会

は
委
員
長
、 

OQ

掛
松
哲
吊
拝
呆
苔
貝
会

は
副
委
員
長
)

呂
本
久
治

神

原

忍

川

口

幸

一

。
折
部
健
一
郎

能

源

一

井

出

幸

夫

。
山
本
美
芳 

山
本
美
芳

V
小
松
島
市
ほ
か
三
町
村
衛
生
組

ム
暴
曹
貝

中

西

晴

美

滝

口

良

一

V
西
浜
勝
巳

小
松
島
市
ほ
か
二
町
村
総
会
隔

L会 政
ヰ土
役明

a貝(

中� 52
歳

角) �  

④ 

宮
無

。
滝

口

良

一

宮

本

政

明

河

野

チ

ヅ

若

木

肇 

m
A
S
替
貝

離
藷
峯
甲
事
森
絹

若

木

肇

山

本

美
芳

。
西
浜
勝
巳 

蔀

源

一

山

本

美

芳

(

印

歳

)

無
・
現
、
農
業
、
沼
江
、 

⑤

暑
中
お
見
舞
い

申
レ
上
、
げ
丞
す

勝

浦

町

長

勝
浦
町
議
会
議
員
一
周 
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‘:‘るででの多と
夫tι全育Tます l図考銘fごより

曹門、館日

毎週月曜日
月末日�  

¥ 

1'1三完~局
季世ZE535色
マン究.，"'� JAで:人形l&..t A A

0
1
0
1
V
A
V
A
O
V
A
V
A
V

勝浦町立図書館は，町民皆様の格別なご理解とご協力をいただき，確かな発展を続けてお り

ます。そ して， 今固めで、たく開館� 1周年の記念日を迎える ことになりました。

ここに，感謝と慶祝の意を表 し，更なる拡充を記念して， 多彩な記念行事を計画いたしまし

た。皆様おそろいでご来館下さいますよう ご案内申し上げます。� 

(勝浦町教育委員会 ・勝浦町立図書館) 

で.:νTR B アニメ吠畠蚕 朗読専門家を招待しての

勝浦座を中心に.I町内資料を集め
テズカオサムの作品集合。集 中公開�  勝浦町初公開JlIJ

V
A
V

A. 8 月 1 日嗣~ 15 日 (木) 「ニの子たちの夏」� A
ての豪華展。お見のがしないように。� 

9 ・ 30~ 18:00 A8 月 11 日 (日)~30 日 働 
B. 8月� 1日(木

8月2日働� 14 : 00~ 15 : 00 V
A
Y
A
V
A
V
A
Y
O
V
A
v
a
o
I
V
A
V
A
V

一郷土資料展示室ー
一図書室・視聴覚室一� 

一視聴覚室ー

4
ゐl-

す j乏Aえ エ 仔て� 弘三勺 ~y吟え会事〈無料〉

町内四流派勢ぞろい 勝浦娘のあ� 5やかな手さばきで <参加賞進呈〉

花の図書館 お点前披露 一月Eいかが。� 
みんな集まって

ゆっくりご鑑賞を� 8月3日出� 13 ・ 00~ 15:00 一句ひねってみませんか� 
8月2日恰)、� 3日(士) 8月4日(日) 10:OO~12:00 
9 :30~17 : 00 13:00~15 ・ 00 8月3日住) 13: 0~16 : 00 

一全 館一�  ー玄関ホール・和室ー 一図書室・規聴覚室ー

日日(4)、 )、10日(土)9: 30~ 17:00 

ZJレff'E記銘 メーJレアー十ゑ
4久私土z之氏
手五ゑ_VTRL..:将


今にも 話 しかけてき そ うな人形た
世界各国から送られてきた

すてきな作品数百点 。
ち。紙粘土とも 思え ない上出来の� 手にと ってお楽しみ下さい。
f乍品カぜずらり� // 町内有志、が現地で収録された貴重

8 月 4 日 (日)~ 11 日 (日) な資料の特別j公開�  8 月 4 日 (日)~15日休)

9 :30~18:00 8 月 4 日 (日)~11 日 (日) 9 :30~17:00 一郷土資料展示室・
一図 書 室 ー 一視廊覚室ー 視聴覚室・ホー凡f

事考a干名返!~1 終え 必府・ι・リヰ宇戸渇主主久会ご け
「グローパルカ、つうら」一地球と結ぶ勝浦づくり一� Ig 

金子屋所蔵貸襖�  40枚の特別展示� 『勝浦町の知名度をどう高めるか』 こんな話題で� I2 
8 月 1 自体:)~30日後) みんなで語り合いませんか。� IO 

8月11日佃) 13:OO~18:00 Io 
一郷土資料展示室一 一改善センター・勤労者体育館ー ノ� 1

-<><><> <><><><><><><><><><><><<><> <><><><><><> 
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図書館だより開館1周年記念行事
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(5 第254号� 

敏
鎌
謙
次
様
・
宮
本
得
蔵
様

住
吉
昭
一
様
・
西
浜
勝
美
様

藤
本
忠
様
・
中
田
ヤ
ス
エ
様

仲
野
英
正
様
・
新
居
広
子
様

内

谷

太

郎

様

・

栗

城

修

様

島

恵

次

様

・

井

出

幸

夫

様

早

川

進

様

・

岡

田

老

志

様

鈴
江
全
階
様
・
稼
勢
広
夫
様

秋

成

昇

様

・

中

田

直

稔

様

溝
上
万
市
様
・
久
米
久
之
様

瀧
花
順
子
様
・
蔀
長
士
口
様

佐
藤
タ
メ
ノ
様
・
殿
川
武
男
様

坂
田
ツ
ヤ
子
様
・
中
村
芳
生
様

山
平
志
信
様
・
滝
口
良
一
様

安
富
太
蔵
様
・
稼
勢
一
男
様

前
田
好
次
様
・
宮
本
昌
子
様

町

内

勝
浦
町
立
図
書
館
に
、
町
内
外

有
志
の
方
か
ら
沢
山
の
図
書
・
資

料
の
ご
寄
贈
・
ご
寄
託
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
芳
名
を
ご
披
露
し

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(
開
館
か
ら
平
成
三
年
七
月
十
五

日
ま
で
、
受
付
順
)

〈
図
書
寄
贈
〉

雪道

~..力、

きさ寄
=ゾ託

し
た

後
藤
広
一
様
・
福
中

森

貞

幸

様

・

岩

野

園

田

勲

様

・

日

下

梶

博

久

様

・

越

野

田
村
直
一
様
・
魚
住

長
測
尻
二
ニ
様
・
玉
井

石
田
悦
子
様
・
山
田
道
雄
様

-
徳
島
県
立
図
書
館

<><><>-<>-<><><<><>-<><>-<><>-<><><><><><><><><>0。� 

カλ-:::> うら

・
徳
島
県
博
物
館

-
郷
土
文
化
会
館

・
勝
浦
中
学
校

-
勝
浦
園
芸
高
等
学
校

.
勝
浦
町
文
化
協
会
文
芸
部

.
勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

・
大
平
正
芳
記
念
館

(香
川
県
)

.
那
賀
川
町
役
場

〈
録
音
テ
ー
プ
寄
贈
〉

.
勝
浦
の
墨
詰
と
伝
説

小
倉
雅
明
様

倉
橋
圭
子
様

.
中
国
語
テ
キ
ス
ト

坂
部

幸
子
様

〈
寄
附
金
〉中

野
ミ
ツ
ギ
様

団

体

町

外

政
美
様

健
二
様

雅
義
様

昭
博
様

幸
男
様

清
美
様

室田図浦町勝 況
ト
一
九

状
山
一

エ 用
(
「

館A
T

VTR 3，066本� 
企三時代時計(中田忠雄機寄託)

島
県
及
び
勝
浦
町
彊
寺
存
情
。

行
事
と
休
館
日

点。
 

紙
芝
居
と
こ
ど
も
映
画
会

H
み

日
日
:
ポ
ケ
ッ
ト
ザ
ウ
ル
ス

あ
り
と
き
り
ぎ
り
す

お
日
・
・
・
オ
ズ
の
魔
法
使
い

O

日
一
人

-¥.

@
図 書室
な
ど
総
数
九
二

郷土資料展示室 2，058人� 

視聴覚室 2，831人

書 16，788冊図� 

朗読・点訳奉仕員

養成講習会受講者募集


今年も徳島総合福祉センタ 4 で¥
 

9月カJら講習会が行われます。


お申し込み，・.お問い合わせは，
 三重
社会福祉協議会へ� 

5
日
、
ロ
目
、
回
目
、
お
目
、

担
日

大
県
立
図
書
協
力
巡
回
日

2
日
、
同
日

食
休
館
日

。
紙
芝
居
は
お
た
の
し
み
に

八
月
の
図
書
館

近
藤
茂
明
様
・
丑
若
英
成
様

新
居
晋
様
・
日
浦
シ
ズ
子
様

小
山
美
江
子
様
・
手
塚
義
和
様

渡
清
高
様
・
野
上
久
仁
栄
様

〈
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
寄
贈
〉

敏
鎌
謙
次
様
・
豊
岡

芳
之
様

島

恵

次

様

文
化
庁
・
著
作
権
資
料
協
会

〈
資
料
寄
贈
〉

-
農
具

・
本

上
田
理
一
様

・
ハ
チ
の
巣

鏡

持

様

.
民
芸
品

鈴
江
全
措
様

・
「
鷹
」
の
剥
製

平

兼

重

様

・
古

書

福
本
宏
支
様

-
伊
白
波
大
典

遠

藤

武

様

・
石
灯
龍

中
山
富
晴
様

-
浄
瑠
璃
見
台

福
井
篠
男
様

・
で
こ
人
形

鶴
本
公
夫
様

-
で
こ
人
形

倉
橋
春
一
様

・

紙

幣

松

本

清

様

・
国
勢
調
査
資
料

森
本
侯
正
様

.
大
猪
頭
骨

岡

本

守

様

・
糸
織
機
・
糸
車

寛
ア
サ
ヱ
様

.
略
式
背
の
う

前
回
文
一
様

・
鎧
(
よ
ろ
い
)

吉

守

孝

様

-
南
米
の
民
芸
品

大

川

守

様

.
戦
中
証
書
・
通
帳

多
田
祐
一
様

・
機
織
り

多
田
祐
一
様

-
韓
国
大
一扇子

中
田
忠
雄
様

〈
寄
託
資
料
〉

書
画
、
古
書
、
古
文
書
、
和
歌

集
、
浄
瑠
璃
本
、
査
、
絵
皿
、

陶
磁
器
、
金
工
、
漆
器
、
染
織
、

古
銭
、
硯
、
矢
立
て
、

化
石
、

鉱
石
、
宝
石
、
甲
由
同
類
、
刀
装 

具
、
馬
具
、
彫
刻
、
時
計
、
銅

鏡
、
仏
典
、
仏
具
、
灯
龍
、
写

真
、
お
面
、
民
芸
、
民
具
、
徳

<><><><><>-<><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><>-<><><> 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
寄附・寄託ありがとうございました
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I 向学章一式服大会r1-~~~「少年!予球、当比碧!:プ徳島県代表に決定」


れ
る
瀬
戸
内
海
大
橋
架
橋
記
念
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
一
球
入
魂
1

心
を
ひ
と
つ
に
し

た
山
の
子
パ
ワ 
l
の
活
躍
に
ご
期

待
下
さ
い
。

日
か
ら
愛
媛
県
今
治
市
で
開
催
さ

チ 
l

徳
島
県
予
選
に
お
い
て
勝
浦
郡
代

表
と
し
て
出
場
し
た
生
比
奈
ク
ラ

ブ
は
、
各
郡
市
の
強
豪
相
手
に
順

調
に
勝
ち
進
み
、
西
日
本
の
代
表

ム
が
参
ノ
加
し
て
、
八
月
十
七

れ
た
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会

去
る
五
月
二
十
六
日
か
ら
行
わ

寝袋寝
 j 停jjtE'jjakYUJ寝袋容-aguejjagjjasjJ

一国体を成功させようー

生比奈小学校で
菊づくり始まる

a

l
ム
ラ
イ
フ
ル
、

イ
フ
ル
射
量
・
(
ビ

ピ
1
ム
ピ
ス
ト
ル
)
の
会
場
と
な

る
生
比
奈
小
学
校
で
、
全
国
か
ら

来
町
す
る
選
手
団
を
花
い
っ
ぱ
い

で
歓
迎
し
よ
う
と
菊
づ
く
り
が
始

ま
り
ま
し
た
。

さ
る
七
月
十
九
日
、
北
島
隆
教

頭
先
生
の
指
導
に
よ
っ
て
六
年
生

全
員
で
百
鉢
の
大
菊
苗
を
植
え
込

み
ま
し
た
。

秋
に
は
、
ピ
ン
ク
、
賞
、
白
な

ど
色
と
り
ど
り
の
大
輸
の
花
を
咲

か
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

国
体
選
手

司花
い
っ
ぱ
い
で
迎
え
ま
す

e

平
成
五
年
の
東
四
国
国
体
で
ラ

東四国国体デモスポ行事
ビームライフル講習会� 家庭婦人バレーボール教室

グラウンドゴルフ練習日程
Oあ主主たも.ってみませんか?

及び審判講習会の案内

8月4日(日) バレーボール教室
O

0

日
時 

0
日
時

日
時

8月11日(日) 審判講習会

8月18日(目) バレーボール教室

8月25日(日) 審判講習会� 

-時間

8
月
6
日
凶 

8
月
刊
日
制

8
月
日
日
出

日
時 
1
引
時 

8
月
3
日
出

日
時 

時

l
n

午後8時から

・ 場 所

勤労者体育館O時間� 午後7時30分か句

O楊所� 勝浦中学校グラウンド
0備考 用具は部怖lします。 緬祉センター3階において練溜コーナーを

運動ので与る服装で.お気軽にご参 般けていますので.講習会的日でなくても教育

加l下きい。� 委員会までごi!Uか、たどければ練習できます。

I"?-;.ご1

寝東四国国体まで あと815日にVJ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
第3回学童軟式野球大会少年野球生比奈クラブ徳島県代表に決定

MUS04
テキストボックス
東四国国体だより生比奈小学校で菊づくり始まる
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U 感白:生;

;吹~

戸、� 

か
た
り
 
旬、フ

A
Q

)

台
風
が
近
づ
く
と
、
ダ
ム

-
愛
す
る
人
と
結
婚
し
、
み

か
ら
前
も
っ
て
放
流
を
行

ん
な
か
ら
祝
福
さ
れ
る
と

い
ま
す
か
ら
、
雨
か
降
、
り

き

な
く
て
も
ダ
ム
の
下
流
で

・
安
定
し
た
生
活
を
し
て
い

は
、
川
の
水
が
増
し
て
来

け
る
だ
げ
の
仰
天
か
あ
り
、

ま
す
。 

家
族
そ
ろ
っ
て
健
康
で
す

天
気
の
よ
い
時
で
も
ダ
ム

こ
や
か
な
家
庭
生
活
弁
過

の
上
流
に
雨
、が
降
る
と
、

ご
せ
る
と
き

ダ
ム
の
下
流
も
川
の
水
か

・
適
当
に
ゆ
と
り
が
取
れ
て
、

さ
が
増
し
て
来
ま
す
。

余
暇
を
楽
し
み
、
趣
味
を

。
ダ
ム
か
ら
水
を
流
す
と
き
、

生
か
し
た
生
漬
か
で
き
る

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
方
法
。

と
き

大
き
な
水
を
流
す
と
き

・
こ
れ
ら
の
生
き
が
い
を
邪


魔
さ
れ
ず
に
生
き
て
ゆ
け


c
g
t
g
t


実

句

乏

句

妥 

( 相

る
社
会
で
あ
る
と
き

急
に
大
き
な
水
を
流
す
と

一
生
懸
命
努
力
し
て
誠
実

き
、
サ
イ
レ
ン
を
九
回
鳴

に
生
き
て
い
る
人
の
「
生
き

ら
し
ま
す
。

が
い
」
を
奪
う
よ
う
な
差
別

。
ダ
ム
か
ら
水
を
流
す
と
き
は
、

心
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。 

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
と
き
は
、

急
い
で
河
原
か
ら
安
全
な
場

所
に
上
が
っ
て
下
さ
い
。

河
原
で
遊
ん
だ
り
、
魚
釣

り
を
し
て
い
る
と
き
。

。
仕
事
を
し
て
い
る
と
き
。

水
泳
、
キ
ャ
ン
プ
を
し
て

い
る
と
き
。 

of供
た
ち
ゃ
町
外
か
ら
来
た

O O O O O O

o 

で
き
ま
し
た
。

結
婚
し
て
か
ら
も
、
私
の
家
族

は
た
い
へ
ん
円
満
で
あ
り
、
家
族

が
理
解
し
あ
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

近
所
の
人
も
か
げ
口
を
言
う
人
も

あ
り
ま
せ
ん
。

ぺ
 

そ
う
言
う
友
人
の
顔
も
誇
ら
し

げ
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。 

l

h

J

町
民
と
し
て
の
取
り
組
み

同
和
問
題
を
家
庭
内
で
話
し
合
い
、

人
権
意
識
を
高
め
よ
う
。

両
差
別
を
乗
り
越
え
た

家

族

の

話

し
匂

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
親
友
が
次

の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

息
子
が
「
結
婚
を
前
提
に
つ
き

あ
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て
、
あ
る

娘
さ
ん
を
連
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
娘
さ
ん
が
同
和
地
区
の
女

性
だ
と
わ
か

つ
て
、
家
族
や
親
類

が
騒
ぎ
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
息

子
は
「
自
分
た
ち
で
決
め
た
こ
と

だ
か
ら
、
結
婚
を
認
め
て
欲
し
い
」

と
固
い
決
意
で
あ
る
こ
と
を
話
し

ま
し
た
。
家
族
で
話
し
合
い
を
重

ね
た
結
果
、
「
息
子
が
好
き
で
選
ん

だ
人
は
、
自
分
に
と
っ
て
も
大
切

な
娘
で
あ
る
」・

と
気
づ
い
た
父

親
は
、
結
婚
に
反
対
し
て
い
る
親

族
の
人
を
前
に
し
て
、
「
信
頼
す

る
息
子
が
選
ん
だ
娘
さ
ん
だ
。
同

和
地
区
の
女
性
だ
か
ら
と
い
う
だ

け
で
人
を
判
断
し
な
い
で
、
み
ん

な
で
祝
福
し
て
や

っ
て
欲
し
い
」

と
は
っ
き
り
自
分
の
意
志
を
述
べ

ま
し
た
。

こ
う
し
た
両
親
の
毅
然
と
し
た

態
度
に
、
親
類
の
人
も
同
意
し
、

息
子
は
彼
女
と
結
婚
す
る
こ
と
が

て，

'，;'; 

弘めソ 't¥. 
'とが

ヰi

じそぎ� t
.ーてる:

-''，'ん
』¥

ヵ
よ"

gI


お
互
い
の
人
権
を
尊
重 

合
っ

て
、
み
ん
な
が

「生
き
が
い
」
を

t

成
甘
し
と
れ
る
た
め
に
努
力
し
ま
し
ょ

内ノ
。あ

る
会
で
「
生
き
て
い
て
良
か
っ

た
」
と
感
じ
る
の
は
ど
ん
な
と
き

か
に
つ
い
て
出
て
来
た
意
見
を
ま

と
め
て
み
ま
し
た
の
で
、
と
も
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
平
必
山
が
生
ま
れ
て
、
す
こ
や
か

に
成
長
し
、
そ
の
平
侠
の
将
来

が
開
け
て
い
く
蔓
ひ
疾
患
じ
る

と
き

・
一
生
懸
叩
が
ん
ば
っ
て
、
め
ざ

す
も
の
を
な
し
遂
げ
、
自
分
で

満
足
し
、
人
か
ら
も
認
め
、
り
れ

る
と
き

-希
望 
9
る
職
場
に
採
用
さ
れ
、

人
た
ち
に
は
、
お
互
い
に
か

立
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

。
ダ
ム
か
ら
の
放
流
警
報
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

徳
島
県
正
木
ダ
ム
管
理
所

(
O八
八
五
四
)
五 

O

一一一一一

仕
事
に
働
き
が
い
疹
愚
じ
る
と

宮 

き

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
くらしの中の人権かたり合うページ
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勝浦、
みJしがで誇ろう

勧
m
E

ども~\\IrM/ー 
"---~~~ ('宅一ー、，.;.r".;"危・ 〉

一一

一北米で結ぶ 


ねらい�  
一町勝

目

会
問ω

ω
M
M

日

制

一

労

協

門

川

間


srω

小一時
鰍
何

M垣善む 糊
4

、、

) 身近かな問題色地球的視野へと拡がりを

もつ話題としてとらえ，実践への道を拓く 。� 

(1

(2) 豊かな発想と確かな実践を通して，ふる里

勝浦の活性化と人材育成をめざす。� 

主催 勝浦町井戸端塾実行委員会勝浦ìIÐfの知~j史を 
後援 新とくしま県民運動推進協議会

新とくしま県民運動勝浦町推進協議会γのよ?におめる旬、
、� 勝浦町立図書館
J

自然、に恵まれたふる里勝浦を，全国に，全世界にうり出そうではありませんか。

勝浦町の特色をどう生かせばよいか，みんなで語り合いましょう� O 

、、

O 当日のタイムえケジュールくう

世界で類のないテレフォンカード(先着300名様)� 

13:00----13:30 受 付ー「塾生証引換券Jを受取って下さい� 

13:30----13:50 開会行事一実行委員長のあいさつで始まります
地域おこし 日本一�  

14:00----15:00 記念講演ー「亀地宏先生」の勝浦づくりのお話� 

15 :10----16: 10 パネルデ.イスカッションと全体協議ーみんなで井戸端会議� 

16:30----18: 00 だんじり競演一世界にひびけ勝浦のだんじり� 

18: 10 閉会

三21跡ひら〈帰 ::1:: 吾朗きまオ・t;ø~t州、


豊島� 7.1ミルチがやヲてぐるl/~'l)Vい州、(修行群像駿)

MUS04
テキストボックス
みんなで語ろうグローバル勝浦
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ずコカミ つ ら 第254号

農村環境改善センター利用のしおり

(9) 平成� 3年� 8月l日� 

昨年12月� 1日オープン以来町民の健康管理・産業・文化の拠点として大いにご利用いただいておりま

す。半年余り経過いたしましたが本年6月末までに� 8，674人(毎月平均1，200人余り)の方がそれぞれ

の施設をご利用いただき大変喜んでいます。どうか，これからもお気軽にご利用ください。

なお，使用申し込みについては使用の� 5目前までに使用許可申請書(用紙は改善センタ にあります。)

を提出して下さい。(宮2-3300) 

/Ill-Illit--¥ 

•••
勝

勝

位
優

優

準

3 略称敬

町
勝
目
異
人
事
異
動


次
の
と
お
り
、
七
月
一
日
付
け

で
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。
(
)
内
は
旧
任
で
す
。

総

務

課

主

幹

係

長

主

事

補

税
務
保
韓
部

課
長
補
佐

主

事

住
尾
福
祉
課

課
長
補
佐

松

浦

照

雄

(
同
課
長
補
佐
)

前

田

晃

司

(
同
主
事
)

蔀

和

夫

(
勝
浦
会
館
)

坂

井

芳

久

(
同
係
長
)

山

田

徹

(
住
民
福
祉
課
)

坂
田

敬
子

同
和
対
策
課

技

師

収
入
役
室

係

長

瞳
浦
病
院

(豊
建問

幸
野(建

設

課

)

事

務

局

次

長

坂

部

幸

子

藤� 豆Z

(
同
係
長
)

小

林

清

美

(
企
画
開
発
課
)

、
、
、
園
田
園
田
園
田
園
田
園
田
園
田
園
田
園
田
目
�
 

，，，，

介

好
FIEVIl--E

書

一言ロコU

環
境
衛
生
課

主

事

補

建

設

課

参

事

課

長

居 佑

(
教
育
委
員
会
係
長
)

正
昭

務

課

)

臨
濯
相
�
 再開

主

幹

光

井

雅

己

A

(石
総木

新

原

後

林

治

男

(
同
課
長
)

秋

本

正

(
同
課
長
補
佐
)

課
長
補
佐
石
尾
治
美

係

(
同
和
対
策
課
係
長
)

長
秋
成
ふ
み
よ

技

師

補

(
収
入
役
室
)

笠

木

義

弘

(
環
境
衛
生
課
)

(教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
)

教
育
奮
貝
会

事
務
局
次
長

係

長

菱
重
奮
周

係

長

尾
原
美
恵
子

(
議
会
事
務
局
)

今

川

和

人

(
税
務
保
険
課
)

大
岡
恵
子

(
勝
浦
病
院
)

き

。集合場所

⑥会場

。参加資格

。と

~参加料 

r¥  --

||将棋大会盛大に開催 

7月14(日)改善センタ� -2階和室で将棋大会が

盛大に開催されましたo 18名参加し久しぶりに

棋友と会い，親睦交友を広め、和気あいあいの

中にも闘志を秘め，真剣な表情で終日熱戦が展

開されました。

成績(入賞)は右記のとおりです。� P 

11
 

和
久

設

課

)

照
子

※ 交通事故のないようくれぐれも

気をつけましょう.グ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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と:γ--とき� 
生比奈郵便局

※各指定郵便局でお受
勝浦郵便局

け取り下さし、。

坂本郵便局

※時聞は午前� 9時から
星谷簡易郵便局

午後� 4時までです。
生名簡易郵便局

第254号� ヌう込 Jコ つ� ら 平成� 3年� 8月1日

8月� 12日(月)

8
月
ロ
白
骨

平
成
三
年
度
八
月
期
支
払
い
の

福
祉
年
金
を
次
の
と
お
り
お
支
払

い
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
と
保
管
証

を
ご
持
参
の
う
え
、
次
の
郵
便
局

で
お
受
け
取
り
下
さ
い
。

な
お
、
今
回
も
十
二
月
期
か
ら

の
金
額
を
打
ち
込
み
ま
す
の
で
、

証
書
を
お
預
か
り
い
た
し
ま
す
。

保険税抗議gZ完

-国崎続安. つぎの①一④の合計額が保険税額です。

室
ロ
所

算

泊
四
川
の
計

所

帯

パ

①
釘
即

.閤儲銃砲院ヨ弘n 保険税は各世帯の世帯主あてにお知らせします。・
L保険税は資格のできだその月から納付します】� 

y f世f!笠史史史竺竺士主竺土笠在;::三IJ'T竺空竺、‘、 r竺竺T竺ar*f竺竺竺士笠'Iごと竺竺:::ごご::ごごf:1Jf::笠竺J:::iiiiEt 

¥J 

l?fff竺� J? ;!T!TT恒T竺竺?竺竺竺?空竺竺;?空空竺竺空空空哲空空竺竺竺;;?竺竺� 

G主封〉 転入なとどeσの〉届出カが《遅れても，資格のできた月にさカか、のぼつて保険税を負担すること

;
l

M
M
得

③均等割額! ④資産割額;

各世帯の加入者� j 各世帯の資産税� j 

数に応じて計算 ~m~: に応じて計算� i 

(3年度25.000円)� !~!~!l (3年度� 67%) f:f 

になります。(必ず 14日以内に届出を・…)・・

【途中加入・脱退の場合の保険税】l

一保険税は納期内に納めましょうー

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
福祉年金支払日国保と医療費保険税の決めかた納めかた
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'['.成 3年� 8 I'!1日� カ込 Jコ つ ら あ254号

バ
イ
ク
運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
四
輪

車
を
運
転
す
る
人
た
ち
も
、
バ
イ

ク
の
特
性

・
事
故
の
実
態
等
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
、
事
故
防
止

)-(
 

に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

八
月
十
九
日
は
「
バ
イ
ク
の
日
」

8月1.9日
は

バイクの目
、� (8) (1.9) 


.


一時停比、除行を

確実に行う。

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、

昨
年
二
昨
年
と
つ
い
に
二

、
0
 

0
0人
を
超
え
る
な
ど
、
「
第
二
次

交
通
戦
争
」
と
も
呼
ば
れ
る
厳
し

い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
大
き
な
要
因
の

一
つ
と
し

て
、
若
者
を
中
心
と
す
る
二
輪
車

に
よ
る
、
死
亡
事
故
が
依
然
と
し

て
数
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
�
 

二
輪
車
の
事
故

防
止
に
つ
い
て

最
近
、
交
通
事
故
死
亡
者
数
は

，、¥� 

5 
~、 

Q進路変更や追越は、無理を
せす余裕を持って行う。

不用犬の買い上げ日 交通事故相談日
一犬は必ずつないで飼って下さい一

-日 時8'河� 26日(月)� 

‘

J 
実差点では、まわりの

車や対向車に注意する。

午前� 9時~午後� 4時

・場� 所� !小松島中央会館7

※ お気軽にご相談下さい。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
安全でいい運転ポイント５
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第254号 ヌb -:> つ ら 平成� 3年 8月1日

の
交
換
夕
食
会
、
農
業
及
び
生
活

墜
圭
墨
田
及
員
と
の
交
換
会
な
ど
、

内
容
的
に
充
実
し
て
い
ま
す
。 

麗
時
期

九
月
二
十
一
日
同 

九
月
二

十
九
日
制

-
ス
ム
ー
ズ
な
窓
口
業
務
を
目
指
し
て

税
務
署
の
窓
口
を

税
目
別
か
ら
納
税
者
別
に
変
更

簡
易
保
険
巡
回
診
療 

農
村
婦
人
ア
メ
リ
カ
農
業

研
修
事
業
の
参
加
者

募
集
に
つ
い
て
'

社
団
法
人
国
際
農
業
者
交
流
協

会
の
主
催
に
よ
り
生
寵
さ
れ
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
農
業
全
般
の
概
要
説

明
ゆ
え
又
け
た
の
ち
ぺ
野
菜
、
果
樹
、

水
田
、
畜
産
、
植
木
栽
培
等
の
各

農
家
訪
問
、
ま
た
夜
は
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
農
業
婦
人
連
盟
の
方
々
と

-
日
時

・
場
所

八
月
二
十

一
日
制

午
前
九
時 

午
後
三
時
ま
で

J
農
村
環
境
改
善
セ
ソ

-
参
加
費
用

 々

約
四
十
万
円

・
検
査
料
金

特
別
コ 

ス

た
だ
し
個
人
的
な
も
の
は
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

-
申
し
込
み
締
切
日

管
沼
医
m /

1
l

i

七
月
十
日
か
ら
税
務
署
の
窓
口

納
税
証
明
書
を
も
ら
い
た
い
と

が
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、「
所
得
税
は
所
得

税
部
門
」
「
法
人
税
は
法
人
税

・
源

泉
所
得
税
部
門
」
「
消
費
税
な
ど
の

間
接
税
は
関
税
部
門
」
と
い
う
よ

う
に
税
目
別
に
窓
口
が
置
か
れ
て

人
と
も
に
管
理

・
徴
収
部
門
で
す 

い
ま
し
た
。

納
付
曹
を
も
ら
い
た
い
と
き

今
回
こ
れ
が
、「
個
人
は
個
人
課

税
部
門
」
「
法
人
は
法
人
課
税
部
門
」

と
言
う
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
納

税
者
別
の
窓
口
に
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
は
同
じ

人
が
法
人
税
や
消
費
税
に
つ

い
て

消
番
親
に
つ
い
て
の
相
談
は

別
々
の
窓
口
に
行
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
一
つ
の
窓
口
で
す
む
よ
う
に
な

さ
い
。 

り
、
手
聞
が
か
か
ら
ず
便
利
に
な

源
皐
附
得
税
に
つ
い
て
の
担
議

り
ま
す
。

個
人
、
法
人
と
も
に
、
法
人
課

川
申
請
や
相
談
の
主
怠
窓
口
川

今
回
の
変
更
後
の
、
主
な
窓
口

延
納
な
ど
の
納
税
の
相
談
は

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

V V V v V
き所

得
金
額
の
証
明
の
場
合
、
個

人
は
個
人
課
税
部
門
、
法
人
は
法

人
課
税
部
門
と
な
り
ま
す
。
納
税

額
の
証
明
の
場
合
は
、
個
人
、
法

簡
易
保
険

者
一二
、
八
一
一
円

八
月
十
日
同

そ
の
他
詳
細
に

つ
い
て
は
産

(
ミ
ニ
ド
ッ
ク
)

郵
政
年
金
加
入

郵
政
年
金
未
加一

※ 

入
者
一
五
、 

0
0
0円 

六
、
0
0
0円

J

業
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
し
。 

・
検
査
内
容

問
診
、
身
体
計
測
、
理
学
的

検
査
、
血
圧
測
定
、
検
尿
、

胸
部
エ
ッ
ク
ス
穂
墨
凶
エ
ッ

ク
ス
線
、
心
電
図
、
血
液
及

び
眼
底
の
各
検
査

納
付
用
紙
は
各
窓
口
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。

マ
個
入
で
商
売
券
}
始
め
た
と
き

大」い。 個

λ
課
税
部
門
に
ご
相
談
く
だ

個
人
は
個
人
課
税
部
門、

は
法
人
課
税
部
門
に
ご
相
談
く
だ

+
品

税
部
門
(
源
泉
所
得
税
担
当
)
に

ご
相
談
く
た
さ
い
。

管
理

・
徴
収
部
門
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

な
お
、
税
に
関
す
る
相
談
窓
口

と
し
て
「
税
務
相
撃
蚕
基
盆
き

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
忙
し
い

方
や
遠
隔
地
の
方
の
た
め
に
は
、

電
話
に
よ
る
担
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

八
八
六
)
二
五 
1

一
九
三
三

O

(
宮 

平成3年度

徳島県消費者大学校学生募集

消費者問題に闘し消費者自身の問題対処能

力の開発を援助し，将来は地域の消費者活動を

推進するリーダーの養成を目的として，県では

消費者大学校を設置しています。

-応募資格 満18歳以上の男女で，卒業後は地

域の消費者活動のリーダーとなる

意志がある方� 

-募集人員 50名

・受講期間� 平成 3年9月17日(刈から平成� 3年� 

12月10日(刈の毎週火曜日

-授業料 無料

・募集期間 平 成 3年 8月 1自体J'"8月9日(鉛
.申込方法 募集期間内に，入学願書を徳島県

消費生活課に郵送して下さい。

入学願書は勝浦町役場住民福祉課

にあります。

花 嫁 銀 行
，

プ
← . 

J 
， 

専門相談員による相談所の開設目 、

女毎週水曜日 午後1:30-4:00ゾ'

女場所 農村環境改善センター

お気軽にご相談ください e

、、� 

o

法
人

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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ずコカ為 つ ら 第254号� 

O

)-( 平成� 3年� 8月� 1日� 

O
毎
週
火
曜
日

・
木
曜
日
の
午
後
に
主
と
し
て
寝
た
き
り
老
人
を
対
象
と
し
た
訪
問

土

三子

監高

(岡

西医長 整形師医図

療法重岡

土理
学

金

師医

西医

西医� 

太
回

長院

平藍自

長

長

療法重岡

士理
学� 

療法重岡

土理
寸""ー'-

戸

井

自医fIi 

戸

井

木� 

15 

西医

太
田

長院

言詰星後 太回

) 長院

長医� 

長

警高
士理

A十"'-

療法重岡

士理
A寸以ー� . •」� 

西医

王前

西医

71'<. 

子

長lift 

長

長

療法重岡

土理
学

療法重岡

士理
寸AU

医師村

火

野

詰大

型望長良

( 山

室形長 医師田

( 山
繁田

)形医師� 

療法重問

土理
学

療法重岡

土理
学

可高

西医

村医師

西医

月� 

院長ド

太
回

長院� 

長

長

療法重岡

士理
学

療法重岡

士理�  
学

j11 

村属

H-tt 
日

午

円リ |村

午

f表 手斗

午
整

円リ

午
外

干斗� 
f表

午
理

前

午ー
学

f灸

午

前

児

午
干斗� 

f炎

看
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。
�
 

※
訪
問
看
護
に
つ
い
て
は
予
約
が
必
要
で
す
。

土
曜
日
の
整
形
外
科
の
受
付
時
間
は
、
午
前
日
時
ま
で
と
な
っ
て
お
勺
ま
す
。

勝
浦
病
院
外
来
診
察
担
当
医
師
表


〆、、、

ー¥
勝
浦
病
院
南
側
に
特
別
養
護
老

手
設
の
駐
車
場
が
使
え
な
く
な
り

ま
し
た
の
で
、
病
院
東
側
に
専
用

駐
車
場
(
五
十
二
台
収
容
)
を
新

設
し
ま
し
た
。
来
院
さ
れ
る
方
は

ご
利
用
下
さ
い
。

ま
た
、
工
事
中
通
行
等
に
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

人
ホ
�
 
ム
、
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ

l

ン
タ
ー
の
建
設
工
事
が
始
ま
り
、

夜間救急当番表
勝 浦病 院�  2- 2 5 5 5 8 月� 1 日

上勝診療所�  6 -0 3 0 2 3 日

勝

碧雲

間院
東医士

側董

ーー場

5 日 勝 浦病 院�  

山西医院�  

2- 2 5 5 5 

-ア日
9 日 勝浦病院�  

2 3 0 2 7 

2- 2 5 5 5 

⑪日 湯 浅医 院�  2- 2003  

13日 勝浦病院�  2- 2 555  

15日 赤 岩医 院�  2 -2006  

17日 勝 浦病 院�  2 -2 555  

19日 上勝診療所�  6 -0 3 0 2 

21日 勝 浦病 院�  2 -2 5 5 5  

23日 山西医院�  2 -3027 

@日 勝 浦病 院�  2- 2 5 5 5 

27日 湯浅 医院 �  2- 2003  

29日 勝浦 病院 �  2- 2 555  

31日 赤岩医院�  2- 2006  

目
白

平

休

午後6時から翌朝9時まで

午後ア時から翌朝9時まで

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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林
業
者
を
応
援
す
る

無
利
子
の
林
改
資
金
�
 
平
成
三
年
度

柑
橘
園
関
係
の
補
助
事
業
の

申
し
込
み
に
つ
い
て

一
、
改
植
、

な
り
ま
す
。
�
 

他
果
樹
へ
の
転
換
も
認
め
ら
れ
ま

す
。二

、

密

植

柑

橘

園

間
伐
補
助
事
業

本
事
業
は
本
来
平
成
二
年
度
ま

で
、
と
い
う
こ
と
で
出
発
し
た
も

の
で
す
が
、
も
う
一
年
実
施
し
て

ほ
し
い
旨
の
強
い
申
し
出
も
あ
り
、

現
実
に
密
植
園
も
ま
だ
相
当
あ
り

ま
す
の
で
、
今
年
度
を
最
後
に
実

施
し
よ
う
と
計
画
を
し
て
い
る
も

の
で
す
。

い
ず
れ
の
事
業
も
ま
だ
申
し
込

み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
大
至

林
業
改
善
資
金
は
、
林
業
従
事

者
等
が
、
林
業
経
営
の
霊
早
労

働
災
害
の
防
止
を
図
る
た
め
の
施

設
を
導
入
す
る
場
合
、
こ
の
経
費

を
無
利
子
で
借
り
ら
ね
ま
す
。

付
林
業
生
産
高
度
化
資
金
�
 

ω林
業
労
働
安
全
衛
生
施
設
資

金

O

日
林
業
後
継
者
等
養
成
資
金

林
業
を
営
む
個
人
(
会
社
)
そ


の
組
織
す
る
団
体
、
森
林
組
合
な


ど
。
�
 

務
所
林
務
課
(
宮
�
 八
八
六
|
五


一
一
一
一

五
ご
へ
お
問
い
合
わ

⑧
⑮
⑧
⑧


個
人
で
は
、
六
ハ
む
万
円
ま
で
、

団
体
は
、
三
、
0
0
0万
円
ま
で

で
す
が
、
一
件
当
り
の
貸
付
限
度

額
は
、
資
金
の
種
類
に
よ
っ
て
異

⑧
⑧
⑤
⑧
 


等 年 れ
年、て資
賦大い金⑧ 主緊長選
いは療類

り以内つ

⑧ ま内(て
す)最決

U に長め
均 七 ら

あ業変「 

ると更新こ 

璽若に生の

高
接
事
業
に
つ
い
て

に五期に⑧ 
な年間よ

房z容量宝
剣ちま崖 11
限つし地�  g v 

てた育長
ザい 。成� A 

z手集妻z
zがの 」 雨
、事とは

資
金
を
借
り
る
人
は
、
保
証
人

『

を
た
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一

急
農
協
指
導
課
窓
口
ま
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

ま
た
、

二
の
事
者
木
に
つ
い
て
は
申

し
込
み
面
積
が
少
な
い
と
き
は
中

止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

念
の
た
め
申
し
添
え
ま
す
。

宰
拍
手
当
〕

ボ
ー
ナ
ス
は
、
年
三
回
(
五
・

三
五
か
月
分
)

退
職
手
当
(
二
年
間
で
五
十

一
万
一
千
三
百
円
、
次
の
二

年
間
で
は
、
百
六
万
八
千
円
)

衣
・
食

・
住
は
無
料
支
給
ま

た
は
貸
与
。

※
な
お
詳
し
い
こ
と
は
、
徳
島

こ
の
資
金
に
つ
い
て
の
詳
し
い

一

こ
と
や
、
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

』

森
林
組
合
ま
た
は
、
徳
島
農
林
事
�
 -

い
ま
、
見
直
そ
う
。

将
来
有
望
な
自
衛
官
。

せ
下
さ
い
。

〔

身

念

地
方
連
絡
部
、
小
松
島
分
駐
所

特
別
職
国
家
公
務
員

〔
募
集
種
旦

二
等
陸

・
海

・
空
士

〔
再
晃
何
期
間
巴

常
時
受
付
、
毎
月
採
用

訳
者
雲
寅
格
〕

十
八
歳
以
上
、

二
十
七
歳
未

満
の
男
子

〔
給
料
]

初
任
給
�
 月
額
十
三
万
三
千

H

九
百
円

九
か
月
後
に
は
十
四
万
六
千

八
百
円
に
昇
給

(宮
�
 八
八
五
三
)
八
|
一
九
八
一

ま
た
は
勝
浦
町
役
場
住
母
福
祉

課
(
宮
二
|
二
五
一
二
へ
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

O

、、-

、ー

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
貸付金額自衛官募集
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わ
た
し
の
作
品

俳

句

紫
陽
花
を
咲
か
す
旧
家
の
門
構
え

梅
雨
深
し
鐘
の
余
韻
の
沈
み
ゆ
く

坂

本

美

馬

直

枝

紫
陽
花
の
盤
っ
き
に
来
る
大
揚
羽

カ
ー
ボ
ン
の
竿
も
し
な
り
て
鮎
の

川

横

瀬

日

下

智

世

子

紫
陽
花
は
庭
の
晴
れ
間
に
盤
重
く

緑
蔭
に
集
う
牧
場
の
牛
を
呼
ぶ

横
瀬
錦
内
常
一

選
挙
す
み
落
ち
つ
く
樹
海
風
青
き

開
け
放
つ
窓
に
入
り
来
る
青
田
風

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

揚
げ
雲
雀
声
が
降
り
来
る
青
田
道

写
経
し
て
心
安
ら
ぐ
夏
の
雨

棚

野

幸

山

美

好

つ
つ
じ
濃
く
薬
師
御
堂
の
両
翼
に

山
吹
の
咲
い
て
華
や
ぐ
大
師
堂

棚

野

谷

新

太

郎

旅
土
産
孫
に
そ
れ
ぞ
れ
水
中
花

此
の
夏
も
ど
う
に
か
吊
り
し
花

す

だ

れ

立

川

堀

梅

子

黄
泉
の
旅
遠
か
ら
ん
花
あ
や
め

現
し
世
の
別
れ
は
寂
し
百
合
の
花

生

名

柳

田

末

子

病
む
窓
に
映
え
る
青
葉
の
鶴
ケ
峰

新
涼
の
庭
に
影
置
く
ち
ぎ
れ
雲

生

名

白

草

暁

雲

師
は
逝
き
ま
せ
り
六
月
の
雨
し
と

ど万
歩
計
青
田
の
風
の
心
地
よ
き

生

名

倉

橋

テ

ル

て
の
ひ
ら
の
白
き
合
掌
夏
遍
路

生

名

丸

山

香

月

青
梅
の
地
に
落
ち
て
よ
り
匂
ひ
け

れソ梅
雨
晴
や
人
皆
師
な
り
美
酒
に
酔

う

生

名

滝

口

松

月

青
田
風
寝
た
切
り
の
窓
聞
か
れ
て

胃
就
り
何
処
の
人
か
夏
遍
路

沼

江

駒

津

光

洋

購
鈴
羽
化
未
だ
美
し
き
自
然
あ
り

白
鳥
座
頭
上
に
あ
り
て
時
鳥

横

瀬

稼

勢

銀

星

持!� 

-、

初
級
コ 

ス

午
後
七
時
十
五
分
か
ら
八

時
十
五
分
ま
で

中
級
コ 

ス

午
後
八
時
三
十
分
か
ら
九

時
三
十
分
ま
で

l l

国
際
化
時
代
に
対
応
す
る

人
づ
く
り
を
目
指
し
、
社
会

総
合
大
学
の
一
環
と
し
て

「
英
ム
一
品
話
教
窓
亡
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

講
師
は
、
カ
ナ
ダ
か
ら

「
ア
ン
ド
リ
ア
さ
ん
」
が
昨
年

八
月
に
来
町
し
、
郡
内
各
中

学
校
で
英
語
指
導
助
手
と
し

て
勤
務
す
る
一
方
、
夜
間
に

英
会
話
の
指
導
に
あ
た
っ
て

く
れ
ま
す
。

4
{

マ
金
事
乞
希
望
ま
れ
る
方
は
、

次
に
よ
り
申
し
込
み
を
し
て

下
さ
い
。

0

開
設
潤
同

平
成
三
年
九
月
四
日
か
ら

一
年
間
(
週
一
回
)

。
開
設
日
及
ひ
開
設
時
間

毎
週
水
曜
日

社
会
総
合
大
学

砂
学
習
日
の
お
知
ら
せ
。

習
室
子
級

午
後 
7
時 

畢
語
学
級

短
歌
学
級

題
「
金
魚
」

出
諒
締
切
日

8
月 
9
日
(
金
) 

8
月
幻
日
(
金
)

午
後 
9
時

J

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

研
修
室
(
旧
図
書
室
)

8
月
7
日

(
水
) 

8
月
口
日
(
土
)

時
間
午
後
7
時
泊
分
J
午
後 

9
時
加
分

場
所
住
居
福
祉
セ

ン
タ
ー

研
修
室
(
旧
図
書
室
)

9
月
刊
日

(土
 

)

午
後 
1
時
か
ら

8
月
初
日

0

場

所
住
忌
福
祉
セ
ン
タ
ー

。
募
集
人
員

・
初
級
コ 

ス

・
中
級
コ	  

ス
二
十
五
名

各
コ 

ス
と
も
定
員
に

て
下
さ
い
。

。
対

象

者

0

講

師

l l l

達
し
次
第
締
切
り
ま
す
。

カ 

テ
ィ
ア
・
ゼ
イ
・
ア

μ竺 型が旦
 

l
す
で
に
受
講
中
の
人
も
あ

ら
た
め
て
申
し
込
み
を
し

町
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
す
る
青
年
若
し
く
は
成

人
で
、
年
間
を
通
じ
て
受

講
で
き
る
人
(
小
・
中
・
高

校
生
は
見
守
講
で
き
ま
せ
ん
)

ン
ド
リ
ア
(
女
性
)

・
出
身
カ
ナ
ダ 

0

申
し
込
み
先

八
月
十
五
日
ま
で
に

教
育
議
員
会
ま
で

宮

二
|
二
五
一
五

書簡
 

i4
 自官

の ま次

専� i目官

5書〈 出回だ

主仁代	 ま哲.� 夫さ� プキゴE R 

委でE 

。の んで

さい

二
十
五
名

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
英会話教室の受講生募集



第254号 か つうら 平成� 3年� 8月1日(16) 

⑨ 
今月の健康行事(不明な点は環境衛生課保健婦におたずね下さい)

、

¥司』

日 曜 内 円官』 対 象 者 受付時間 場 所 持参するもの他� 

7 水 成 人 病 検� -aszb， 満40歳以上の方�  13: 30~15: 00 勝 浦 会 館 料金~600円 

8 木 健 康 相 談 般 の 方� 9: 30~11: 00 掛谷集会所 健康手帳� 

8 木 健 康 相 談 般 の 方� 13: 30~15: 00 メ~rは LJ~、ぷ:%μ主ゐ主 健康手帳� 

9 金� 1歳� 6か月 児 健 康 診 査 �  
H元.12. 1 ~H2. 2 .28 

までに生まれた子
13: 30~14: 00 勝 浦 病 院

問診票
母子手帳� 

12 月 健 康 相 談 般 の 方� 9: 30~11: 00 生名集会所 健康手帳� 

12 月 健 康 相 談 般 の 方� 13: 30~15: 00 棚野集会所 健康手帳

17 土 婦人がん(乳腺，甲状腺，子宮)検診 満30歳以 上の方�  1 2:30~ l4: 0。 農村婦人の家
料金� 
子宮� 4∞円
手u!皐・甲状腺� 250円� 

21 水 肺 カ1 ん 検 診 満40歳以上の方�  9:30~ 11 :00 農村環境改善
セソター�  

料金~400円

21 水 肺 かt ん 検 最開~ 満� 40歳以 上の方�  13:30~ 15:00 f生 場 前 料金~400円 

22 木 健 康 相 談 一 般 の 方� 9:30~11 :00 坂本集会所 健康手帳� 

22 木 健 康 相 談 般 。〉 方� 13: 30~15: 00 横瀬集会所 健康手帳� 

23 金 離手L:食講習会と乳児相談� 
H 3 . 2 . 1 ~ 6 . 30 

までに生まれた子
13 : 30~15:0。 農村環境改善

センター
母子手帳

25 日 婦人がん(乳腺，甲状腺，子宮)検診 満30歳以 上の方�  12: 30~14: 00 星谷集会所
和↓金� 
子宮� 4∞門
手lJl車・甲状腺� 250内� 

28 水 肺 カt ん 検 診 満40歳以上の方�  9: 30~ll: 00 生 比 奈 支 所 料金~400円 

28 水 肺 ヵt ん 検 診 満40歳以上の方�  13:30 ~15:0。 農村婦人の家 料金~400円

※老人保健法に基づく検診(成人病，婦人がん，� J怖がん)については， 満70歳以上の方， 市町村民税非課税

世帯の方，生活保護世帯の方は無料です。受付でお申し出下さい。

8月定例心配ごと相談� 

日 時� 8月9日(釦・� 8月23日(金)

午前10時~午後� 3時

内 ~ 
台 人権・行政・厚生・福祉

場 所 住民福祉センター� 2階

(平日でも受付しておりますのでお気軽にお問い合わせください。)

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

結
果
に
つ
い
て

六
月
、
七
月
に
実
施
し
ま
し
た

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

受
診
者
三
百
四
十
九
名
で
、
四

名
の
萌
歪
桐
密
者
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
方
た
ち
に
は
す
で
に
連
絡
を

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
三
百

四
十
五
名
の
方
は
異
常
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す。
 

MUS04
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・

、
川 

肺
が
ん
は
、

回

量
田
園 

司
，
』

近
年
わ
が
国
で 

、

著
名
な
増
加
が

み
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
男
性
ば

か
り
で
な
く
女
性
に
も
肺
が
ん
に

よ
る
死
亡
が
増
え
て
き
て
お
り
、

男
女
と
も
二
番
目
に
多
い
が
ん
と

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の

肺
が
ん
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

肺

が
ん
の
一
番
の
原
因
は
、
喫
煙
と

さ
れ
て
お
り
、
喫
煙
量
の
多
い
ほ

ど
、
喫
煙
開
始
年
齢
が
若
い
ほ
ど

肺
が
ん
発
生
の
危
険
が
増
大
し
ま

す
。
従
っ
て
、
喫
煙
を
で
き
る
だ

け
避
け
る
こ
と
が
肺
が
ん
に
な
ら

な
い
最
も
効
果
的
な
方
法
で
す
。

肺
が
ん
は
、
胃
が
ん
や
子
宮
が

ん
に
比
べ
る
と
非
常
に
治
療
が
難

し
く
、
早
期
に
発
見
、
手
術
さ
れ

な
か
っ
た
場
ム
口
、
ほ
と
ん
ど
が
死

亡
に
至
り
ま
す
が
、
検
診
で
発
見

さ
れ
る
肺
が
ん
は
早
期
の
割
合
が

高
い
の
で
、
検
診
を
受
け
る
こ
と

は
極
め
て
重
要
で
す
。
そ
こ
で
今

年
昨
民
か
ら
新
し
く
肺
が
ん
検
診
を

肺
が
ん
検
診
を
新
し
く
導
入
グ

実
施
し
ま
す
の
で
満
四
十
歳
以
上

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
受
診
し
て

下
さ
い
。

o
検
診
の
内
溶
は
胸
部
エ
ッ
ク
ス

線
写
真
と
曙
疾
細
胞
診
で
す
が
、

略
疾
細
胞
診
は
、
問
診
の
結
果
、

五
十
歳
以
上
で
喫
煙
指
数
(
一

日
本
数
×
年
数
)
が
六 

以

上
。
六
か
月
以
内
血
疾
が
み
ら
れ
た
、

O
O

の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
あ
て
は

ま
る
場
合
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
程
は
右
の
表
(
今
月
の
健
康

行
事
)
の
と
お
り
で
す
。

:日射病・熱射病について】|


く日射病 〉

暑い所で直射日光に長時間さらされ，とくに

身体の疲労が激しく ，水分の摂取ができずに炎

天下での作業をした時におこります。脳の体温

を調節する中枢がうまく働かず，発汗と各臓器

への血流増加のため，心臓からの血液の送り出

しが追いつかなくな っ

た状態です。

症状としては，体がだ

るく，頭痛，吐き気，

めまい，低血圧，脈が

はやくなったり，ひど

い時は失神をしたりし

ます。

|処置方法|蒋52247ムじていない時

-一刻も早く涼しい場所へ移して横にしましょ

うO

-衣服をゆるめます0 

水を飲ませます0. 。叫円、
・むやみに冷やさず，患者

が適当と感じる涼しさに
 思担して休ませましょう 。

ぐ熱射病>

炎天下でなくて� ι非常に暑い空気の換気が

悪い所で働いたり，スポーツをしたりしている

時に体内の熱発散が妨げられておこります。

症状は，� 40度以上の体温上昇，脈がはやくなる，

瞳孔散大，意識状態の悪化，全身けいれんなど

が出てきます。� 

f¥  

|処置方法|意識がしっかりせず、
体温が非常に高い時

・救命のためには高度の医療が必要です。ただ

ちに救急車を呼び病院へ行きましょう 。


・救急車が来るまで、体温をチ ェックしながら

扇風機や冷水で体を

冷やしましょう 。呼

吸が停止している時

は、人口呼吸をしま ヂ剣士ョ
しょう。
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大
字
久
国
栗
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馬

場
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苗

比

竜

戸
籍
の
窓

6
月
日
目
白 

1
7
月
刊
日

お
誕
生
お
め
で
と
う

山
本

成
和
ン
二
男

和

代

以

和

ご
結
婚
お
め
で
と
う

北

山

公

久

藤

本

圭

子

久
保
田
義
明

田

中

由

美

笹

山

文

雄

葛

木

淳

子

戸

田

浩

志

三

木

志

保

ゃ
あ
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
沼
江
笠
木
義
弘
つ
/
長
男

字

山

路

久

美

子

九

期

大
字
沼
江
森
野
順
二
/
長
男

並

松

寿

美

恵

に

尚

大
字
久
圏
中
西
庚
士
口
一
三
男

字

原

千

代

美

に

淳

大
字
久
圏
中
西
明
宏
/
二
男

字

内

金

光

子

一

保

勝
浦
会
館
八
月
行
事

1
日
制
手
芸
教
室

2
日
制
習
字
教
室

5
日
開
生
花
教
室

6
日
一例

着

付

教

室 

コ
ミ
め
出
し
方
気
を
つ
け

τ

7
日
制
踊
り
教
室

8
日
制
侍
芸
教
室

ロ
日

刷

機

教

室

四
日

制

緩

教

室

却
白
川 

着
付
教
室

初
日

ω
生
花
教
室

w

幻
日
制
踊
り
教
室

幻
日
制
摺
字
教
室

初
日

制

緩

教

室

沼
日
制
踊
り
教
室

却
日
同
手
芸
教
室

各
講
座
と
も
午
後
仏
時
か
ら
開

ざ
る
六
月
十
九
日
、
坂
本
松
尾

地
区
周
辺
の
方
が
、

ゴ
ミ
の
出
し

方
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

話
し
合
い
の
中
で
は
、
「

一
か
月

四
百
円
出
し
加
入
し
て
い
る
家
庭

で
な
い
と
ゴ

ミ
を
出
し
て
は
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
た
」
「
ゴ
ミ
は
ど

の
フ

ェ
ン
ス
へ
出
し
て
も
よ
い
と

思
い
、
勤
め
に
行
く
途
中
に
投
げ

込
ん
で
い
た
」
な
ど
の
意
見
が
で

て
お
り
、
ゴ
ミ
問
題
に

つ
い
て
再

認
識
す
る
と
と
も
に
、
熱
心
に
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

-
ゴ
ミ
を
出
す
時
、
次
の
こ
と
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
/ 

O

ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
日
に
き
ち

ん
と
名
前
を
書
い
て
出
す
。

。
フ
ェ
ン
ス
の
周
り
は
、
み
ん
な

で
き
れ
い
に
す
る
。

特
に
空
き
缶
、
ピ
ン
な
ど
は
川

や
山
な
ど
に
捨
て
な
い
で
、
必

o
ず
出
す

0 

0

ゴ
ミ
の
事
柁
に
つ
い
て
、
も
っ

と
考
え
よ
う
。

※
現
在
の
制
度
で
は
、

一
袋
二

十
五
円 

(ゴ
ミ
の
収
集
手
数
料
)

を
地
区
の
保
健
部
長
さ
ん
の
と

こ
ろ
へ
納
め
る
と
、
各
家
庭
の

必
要
に
応
じ
て
渡
し
て
く
れ
ま

す
。

み
な
さ
ん
も
、
ゴ
ミ
の
出
し
方

ち
ょ
っ
と
心
掛
け
ま
し
ょ
う
グ・

(η

大
字
坂
本
宇
稲
原
森
清
士
只
加
歳 
)

講
し
ま
す
。(
手
芸

・
族
教
室
は
七

時
三
十
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七

大
字
星
谷
宇
高
関
伊
丹
ミ
キ
ノ
(
但
歳 
)

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
参
加
下
さ
い
。

大
牢
生
名
字
北
前
田
ヨ
シ
ノ 

歳
)

長
男

大宇
 

漢字
市ノ
江
石
角
菊
次
郎
(
立
戚
)

大
字 =
三
渓
宇
西
谷
下
村
貫
夫
(
部
歳
)

大字
三
漢
字
樫
湖
一
早
川
登
茂
子 
(
位
歳
)

善

意あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

6
月
間
日

1
7
月
間
日

竹
林
定
義
さ
ん 

(生

名 

)

河

村

芳

弘

さ

ん

(

棚

野 

)

棚

野

立

川

老

人

ク

ラ

ブ

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

意
が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

-v



匿

名

横

瀬� 

8月の土曜閉庁日は，� 次のとおりです。� 

8月10日(第2土曜日)� 

8月24日(第4土曜日)

(ただし，勝浦病院 各{間各小¥

学校及び幼稚園は，行っています。/

¥」

企 ゴミの出し方について熱心に
話し合いが行われました 。

地域の清掃はみんなの手て
・全町一斉清掃日� z 

|8月� 4日 I• 9月� 1日� 

※ 	 一戸に一人は必ず出て.区長 さん ・保

健部長さんのJ争J~，こ 1ft" \ 毎地域の実情に 大

応じた取り組みをして下さい。

、』
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